
は「ココ」が違う。

監視

日立パッケージベビコン
ムダを検知し、省エネ運転

1.5～15kW

業界初＊1レシプロ機のインバータ制御がさらに進化し、省電力効果を向上

タイプ 無給油式 エアードライヤー内蔵型・搭載型 インバータ制御 5.5～15kW

注）1. 圧力一定制御時の吐出し空気量は、ご使用の空気量が少ない場合、
回転速度制御により、左記の吐出し空気量からその約40%まで変化し
ます。なお、吐出し空気量の約40%で運転中にタンク内圧力が上昇す
る場合は、作動圧力で運転を停止します。圧縮機が1分以上運転して
いる場合は、復帰圧力+0.06MPaで運転を停止します。

2. エアードライヤーからの吐出し空気量はドレン凝縮により圧縮機の吐出し
空気量から約3～5％減少します。

3. 騒音値は正面1.5m全負荷時無響音室で測定した値です。運転条件が
異なる場合や、周囲の反響を受ける実際の据え付け状態では、表示値
より大きくなります。

4. エアードライヤー運転時の騒音値は仕様表より1～2dB［A］増加します。
5. 周囲温度が5℃（ただしドレンの凍結がないこと）～40℃の場所でご使用
ください。

6. 出口空気の露点は周囲温度が30℃以下の場合の値です。
7. 外形寸法は、パネル寸法を示します。止め弁等の突起物は含まれません。
8. 規定未満の細い配線や運転時に2%以上の電圧降下を生じる長い配線
は使用しないでください。また、電圧変化のある電源や発電機では使用
しないでください。

9. Vタイプには、必ず最低必要容積以上の別売りの立型タンクを設置して
ください。

10. エアードライヤー部の防錆処理仕様はオプションにて承ります。

■インバータ制御  Ｖタイプ  エアードライヤー内蔵型・搭載型パッケージベビコン（無給油式）
標準仕様表

圧縮機

電動機
出口空気の露点
始動方式
空気出口（止め弁出口）
内蔵空気タンク容積
立型タンク最低必要容積注9

外形寸法（幅×奥行き×高さ）
質量
騒音値

最高圧力
圧力一定制御時吐出し空気量（標準設定時）
圧力一定制御設定範囲
相および電源電圧

項目・単位
kW
－

MPa
L/min
MPa

V
℃
－
－
L
L

mm
kg

dB［A］

運転方式・制御方式 インバータ（圧力一定制御・圧力開閉器式を自動選択）
5.5

POD-5.5VN
0.93

0.81MPa時  630
0.58～0.86

320
58

7.5
POD-7.5VN

0.73MPa時  910

Rc1/2止め弁×1（ゴムホース内径φ12）

338
59

11
POD-11VN

0.85
0.73MPa時  1,335

0.58～0.78

1,302×945×1,400
480
62

15
POD-15VN

0.73MPa時  1,770

Rc1止め弁×1

1,552×945×1,400
573
66

三相  50Hz  200/60Hz  200･220  （50/60Hz共用）
圧力下15以下
インバータ始動

32
150（ST-150C）

850×805×1,440
230（ST-230C）

出力（50/60Hz）
型式

VMコンビによる省エネ運転

新型ベビコンローラでさらに省エネな台数制御に

立型タンク
ST-95C

圧縮機作動圧力値を一定に保つようなご使用の場合、盤面操作で
PUSC制御に切替え可能です。＊1

＊1. 工場出荷時は「ECOMODE」に設定されています。

PUSC制御：復帰圧力、作動圧力固定での運転。
使用空気量比により圧力開閉器式、自動アンローダ式を
自動で切り替えます。
使用空気量比30%未満･･･圧力開閉器式
使用空気量比30%以上･･･自動アンローダ式
（ただし、運転サイクルが1分未満の場合、自動アンローダ式）

ご使用状況に合わせ、運転方式切替え可能

POD-2.2MNA5

PBD-3.7MNA5

V
省エネ・CO2削減

増速させずに空気量アップ

インバータが使用空気量に応じたモータの回転
速度を自動制御し、設定復帰圧力の＋0.03MPa
で空気の圧力を一定制御します。なお、使用空
気量が極端に少ない場合は、運転停止します。

一段圧縮方式レシプロ機の特有な低圧時多風量のメリットを活かすことで、
圧力一定制御時に、増速回転させずに吐出し空気量が大幅にアップします。
〈レシプロ機だからできる圧力一定制御時の吐出し空気量アップ〉
レシプロ機は構成上、
圧力が低くなるほど、多
くの空気を吸い込むこ
とができるため、吐出し
空気量がアップします。

圧力一定制御

圧力変動幅約±0.03MPaで圧力一定制御ができますので、使用機械に必要な
最低圧力の空気を効率よく供給でき、省エネが図れます。圧力一定制御の設定
は操作パネル上のスイッチ操作で0.01MPa刻みに設定できます＊3。なお、使用
空気量が極端に少ない場合は、復帰圧力＋0.06MPaで停止します。
（運転時間が1分未満の場合
は、作動圧力で停止します。）

インバータによるソフトな運転音

インバータによるソフトスタートで運転開始時の気に
なる音を極力なくし、低速運転時には最大5dB［A］の
騒音が低減されます。

計算条件：従来機はPUSC運転、Vタイプは圧力一定制御運転、使用空気量比70％、年間運転時間3,000時間、
CO2排出係数は2009年度IEA登録の日本の排出係数（0.415kg－CO2/kWh）を使用　電力単価：15円/kWh

〈インバータ制御による年間のCO2排出量と削減効果〉

0.930.60

600

700吐
出
し
空
気
量

（L/min）

（L/min）
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0.81MPa
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＊3. 圧力設定は作動圧力と復帰
圧力を設定します。圧力一定
制御の圧力は復帰圧力の
＋0.03MPaとなります。 制御周波数

58dB［A］（カタログ値）
53dB［A］

運転周波数（Hz）

（dB［A］）

騒
音

5dB［A］＊4

低騒音 

〈＊4. POD-5.5VNの場合〉

695L/min

605L/min

約15％＊2

アップ

増速回転
させずに

複数台使用時は、インバータ制御のＶタイプとMタイプのコンビ運転によって、より省電力が可能です。

VMコンビ基本システム例

●圧力を監視し、変化に応じて最適な台数を運転します。

●圧縮機の運転時間が平均化されるよう、運転する圧縮機を
ベビコンローラが自動選択します。

●インバータ制御Vタイプのマルチ台数制御（マルチV）に
も対応できます。

●新設定のリンク制御機能により、2台のベビコンローラで
計8台運転制御が可能です。

使用空気量比（％）

MタイプVタイプ

Vタイプ

Vタイプ 
7.5kW

Mタイプ 
7.5kW

効　　果

7.5kW Mタイプ＊2を1台お持ちの場合で、
15kWクラスの空気量が必要となった際、
7.5kW Vタイプを1台追加します。15kW 
Mタイプへの代替や7.5kW Mタイプの
追加に比べ、常にVタイプの省電力効果
が得られ省エネです。

1000立型タンク

15kW Mタイプ1台時

新型ベビコンローラ
BR-1M

日立ベビコン

●ご使用前に「取扱説明書」をよくお読みの上、正しくお使いください。

●このカタログに掲載した内容は、予告なく変更することがありますのでご了承ください。
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NEW

勝手に省エネ！
「ECOMODE＊1」で 11kW、15kWを追加し

シリーズ完成！！
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〈＊2. POD-5.5VNの場合〉
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圧
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Vタイプ
（圧力一定制御）

従来機

＊2. 既設機はMタイプに限らず、復帰圧力が変更可能な
機種とします。

運転時間が平均化、整備時間の管理が容易

圧力変化に応じて最適台数を運転

＊1. 一般産業用レシプロ式小型空気圧縮機として。

V
タ
イ
プ

圧
力
一
定
制
御
時

15,000

10,000

5,000

2,000

従来機
5,588kg
（202千円）

Vタイプ
4,730kg
（171千円）

従来機
7,858kg
（284千円）

Vタイプ
6,419kg
（232千円）

従来機
11,094kg
（401千円） Vタイプ

9,102kg
（329千円）

従来機
15,411kg
（557千円） Vタイプ

12,866kg
（465千円）

5.5kW 7.5kW 11kW 15kW

（kg/年）

CO2削減量
858kg
（31千円）

CO2削減量
1,439kg
（52千円）

CO2削減量
1,992kg
（72千円）

CO2削減量
2,545kg
（92千円）

＊1. 特許出願番号 ： 特願2011-264224
＊2. エアードライヤー内蔵型・搭載型無給油式5.5～15kWに設定

インバータ制御機もラインアップ＊2

さらに省エネ。


